


（２）�

一
般
会
計�

��
　
歳
入
歳
出
差
引
額
は
、
２
億
２

６
１
３
万
円
の
黒
字
決
算
で
し
た
。�

　
平
成
25
年
度
に
事
業
を
繰
越
し

た
金
額
は
、
３
６
０
６
万
円
で
す

の
で
、
実
質
収
支
額
１
億
９
０
０

７
万
円
と
な
り
、
法
に
基
づ
い
て

基
金(

預
金)

に
１
億
円
の
積
立
を

し
、
残
り
の
９
０
０
７
万
円
を
、

25
年
度
一
般
会
計
に
繰
越
し
ま
し

た
。�

����

財
政
健
全
化
に
向
か
う�

�

　
実
質
公
債
費
比
率
は
、
国
の
基

準
で
あ
る
25
㌫
を
下
回
り
、
昨
年

よ
り
1.5
ポ
イ
ン
ト
低
い
21
・
１
㌫

と
改
善
さ
れ
、
借
金
の
将
来
的
負

担
を
示
す
将
来
負
担
比
率
も
昨
年

よ
り
30
・
３
ポ
イ
ン
ト
低
い
50
・

７
㌫
と
よ
り
健
全
化
に
向
か
っ
て

お
り
評
価
し
ま
す
。�

歳入総額　34億2,347万円�
歳出総額　31億9,734万円�
差 引 額　 2億2,613万円�

数値は端数切り捨てのため、合計が一致しない場合があります。�

平成24年度�

一般会計決算�

認　定�

　
決
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
て
、
９
月
11
日
か
ら
９
月
25
日�

ま
で
の
内
７
日
間
、
平
成
24
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
６
会
計�

の
決
算
を
、
監
査
委
員
の
意
見
書
お
よ
び
各
課
長
か
ら
説
明
を
受
け
、�

慎
重
審
査
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
認
定
し
ま
し
た
。�

　
　
　
　(

一
般
会
計
決
算
の
み
反
対
・
佐
々
木
求
議
員)

農林水産業費�
2億3,720万円�
6.93%

平成24年度�

歳　出�

31億9,734万円�

総務費�
5億9,814万円�
17.47%

民生費�
5億9,128万円�
17.27%

衛生費�
5億9,029万円�
17.24%

公債費�
5億948万円�
14.88%

教育費�
3億7,476万円�
10.95%

土木費�
1億9,503万円�
5.70%

議会費�
6,219万円�
1.82%

商工費�
1,594万円�
0.47%

消防費�
1,134万円�
0.33%

災害復旧費�
1,164万円�
0.34%

平成24年度�

歳　入�

34億2,347万円�

地方交付税�
20億6,259万円�
60.25%

町税�
3億8,256万円�
11.17%

県支出金�
2億2,383万円�
6.54%

町債�
2億970万円�
6.13%

国庫支出金�
1億7,341万円�
5.07%

繰越金�
9,881万円�
2.89%

繰入金�
8,378万円�
2.45%

諸収入�
4,454万円�
1.30%

地方消費税交付金�
3,445万円�
1.01%

地方譲与税�
1億974万円�
3.21%

町民１人
あたり�

約９０万
円�

使いまし
た�



（３）�

滞
納
累
積
に
ス
ト
ッ
プ
を�

　
一
般
会
計
の
滞
納
額
は
、
昨
年

度
よ
り
６
０
万
円
増
加
し
て
１
億

１
１
８
３
万
円
と
多
額
で
す
。�

　
そ
の
内
、
住
宅
新
築
資
金
等
貸

付
金
、
災
害
援
護
資
金
貸
付
金
滞

納
額
は
、
減
少
し
徴
収
努
力
の
成

果
と
評
価
し
ま
す
が
、
未
収
金
総

額
の
80
・
５
㌫
で
、
財
政
運
営
に

大
き
な
影
響
を
与
え
て
お
り
、
納

税
義
務
意
識
を
徹
底
し
、
徴
収
に

努
め
ら
れ
た
い
と
指
摘
し
ま
し
た
。�

24年度�
1億1,183万円�
1,809万円�
371万円�
7,070万円�
1,932万円�
2,745万円�
2,684万円�
2万円�
46万円�
9万円�
2万円�

23年度�
1億1,123万円�
1,609万円�
347万円�
7,169万円�
1,996万円�
2,732万円�
2,663万円�

�
49万円�
15万円�

22年度�
1億1,394万円�
1,514万円�
355万円�
7,372万円�
2,152万円�
2,686万円�
2,587万円�

�
66万円�
28万円�

区分�
一般会計�
　町民税、固定資産税�
　住 宅 使 用 料�
　住宅新築資金等貸付金�
　災害援護資金貸付金�
特別会計�
　国民健康保険�
　介　護　保　険�
　簡　易　水　道�
　公共下水道事業�
　農業集落排水�

主な税金等の年度別滞納額�

一般会計
�

主な使い
みち�

平成24年度末�
14の基金（預金）�

合計�

14億578万円�
町民１人あたり�
49万円�

鳥取県西部地震復旧復興関連�

町道、林道、農道（広域農道含む）�

庁舎、保育所、町営住宅等施設整備�

臨時財政対策費�

災害復旧費�

防火水槽等その他�

地方債（借入金）合計�

6億 171万円�

3億6,299万円�

4億5,529万円�

11億8,943万円�

8,202万円�

2億8,702万円�

29億 466万円�

平成 24 年度　事業別主な地方債（借入金）残高� 基
金（
預
金
）の
合
計
額�

・総合行政情報シス

テム管理�

３,３８４万円�

・町債償還元金�

　(借入金返済額)�

４億７,１５７万円�

・広域行政負担金�

１億２,８１７万円�

・過疎バス対策�

１,９７９万円�

・農業振興�

３３５万円�

・中山間地域等直接

支払事業　36集落�

４,７２７万円�

・新規就農支援事業�

１５０万円�

・町行造林事業�

４３５万円�

・社会福祉協議会�

助成金�

８４６万円�

・障害者自立支援�

１億８０７万円�

・健康増進�

７７９万円�

・後期高齢者医療保

険療養給付費負担金�

７,１９２万円�

・町道根雨西側線道

路改良事業�

１,５３２万円�

・町道天王線道路改

良事業�

４７９万円�

・橋梁修繕事業�

　近江橋、濁谷橋�

１,０１５万円�

・保育所嘱託員�

１,１８７万円�

・ひのっこ保育所�

　管理運営�

８５４万円�

・文化センター管理�

１,５６７万円�

・根雨小一般管理�

１億３,５０２万円�

(耐震補強工事含む)�

・黒坂小一般管理�

１,４４７万円�

・日野中一般管理�

４,０７２万円�

・し尿、汚泥処理費�

２,６７５万円�

・ごみ処理費�

１億３９１万円�

・農業集落排水特別

会計へ繰り出し�

５,４５９万円�

・農地・水・環境保

全管理支払事業�

１０９万円�

・地積調査事業�

１,８１１万円�

・リバーサイドひの

施設管理�

５１６万円�

・元気なまちづくり

交付金13団体�

２０２万円�

・タクシー利用者�

補助　   １８０万円�

・駅前ポケットパー

ク看板修繕等�

５８１万円�

・金持札所屋根改修�

９７万円�

日野病院組合事業負担金�

建設利子補助金� 3,117万円�
3億2,119万円�
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特
別
会
計�

�

　
６
会
計
と
も
歳
入
歳
出
の
事
務

処
理
に
つ
い
て
は
、
適
正
に
処
理

さ
れ
て
い
ま
し
た
。�

　
企
業
会
計
で
あ
る
簡
易
水
道
・

公
共
下
水
道
事
業
・
農
業
集
落
排

水
事
業
特
別
会
計
の
滞
納
額
は
、

昨
年
度
よ
り
増
加
し
て
い
ま
す
。�

　
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
で
は
、

滞
納
額
が
昨
年
度
よ
り
21
万
円
増

加
し
、
２
６
８
４
万
円
の
多
額
で

す
。�

　
滞
納
者
は
、
固
定
化
、
多
重
債

務
化
し
て
い
る
の
で
、
徴
収
方
法

等
の
検
討

を
指
摘
し

ま
し
た
。�

�

歳出総額�
３億９,４９４万円�
５億２,５７７万円�
５,３４３万円�

１億１,４３０万円�
１億２,６９２万円�
６,７７６万円�

特別会計�
国民健康保険�
介  護  保  険�
後期高齢者医療保険�
簡  易  水  道�
公共下水道事業�
農業集落排水事業�

歳入総額�
４億２,２９１万円�
５億４,０９１万円�
５,３４９万円�

１億１,４３０万円�
１億２,６９２万円�
６,７７６万円�

出席議員全員で認定しました。�

主
な
個
別
指
摘
事
項�

�

　
町
道
の
草
刈
り
な
ど
、
管
理

作
業
は
高
齢
化
が
進
み
、
集
落

内
で
も
自
助
共
助
で
行
う
こ
と

が
困
難
な
状
況
が
見
ら
れ
る
。

　
支
援
対
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。�

��

　
鳥
獣
被
害
対
策
に
よ
り
、
農

業
施
設
へ
の
被
害
抑
止
が
進
ん

で
い
る
。
補
助
は
２
戸
以
上
の

規
定
が
あ
る
。
飛
び
地
へ
の
害

が
深
刻
化
し
て
い
る
。�

　
対
策
を
推
進
さ
れ
た
い
。�

��

　
職
員
の
代
休
・
残
業
に
つ
い

て
、
課
に
よ
り
対
応
の
差
異
が

見
う
け
ら
れ
る
。�

　
残
業
の
あ
り
方
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
が
必
要
で
は
な
い
か
。�

��

　
母
子
福
祉
貸
付
は
、
現
在
母

子
家
庭
の
み
を
対
象
に
貸
付
さ

れ
て
い
る
が
、
父
子
家
庭
も
対

象
に
さ
れ
た
い
。�

��

　
保
小
中
一
貫
教
育
に
お
い
て
、

日
野
町
独
自
の
特
色
あ
る
教
育

に
取
り
組
ま
れ
た
い
。�

　
県
下
や
全
国
に
誇
れ
る
保
育

所
、学
校
に
さ
れ
た
い
。�

�

　
中
学
校
に
は
、
エ
ア
コ
ン
が

整
備
さ
れ
、
燃
料
費
が
減
少
し

た
。
夏
季
の
教
育
環
境
も
整
備

さ
れ
た
。�

　
根
雨
、
黒
坂
小
学
校
に
つ
い

て
は
、
一
部
の
教
室
に
エ
ア
コ

ン
が
整
備
さ
れ
て
い
る
が
、
普

通
教
室
に
は
未
整
備
で
あ
る
。

温
暖
化
傾
向
に
あ
り
、
小
学
校

の
教
育
環
境
を
整
え
ら
れ
た
い
。�

��

　
小
中
学
校
児
童
生
徒
に
係
わ

る
体
育
大
会
等
選
手
派
遣
費
補

助
金
は
、
経
費
の
２
分
の
１
で

あ
る
が
、
平
成
18
年
ま
で
は
全

額
補
助
で
あ
っ
た
。�

　
保
護
者
の
負
担
も
大
き
い
の

で
全
額
補
助
に
改
正
さ
れ
た
い
。�

����　
26
年
度
以
降
の
予
算
に
、
指
摘

事
項
が
反
映
さ
れ
る
よ
う
に
町
執

行
部
に
決
算
認
定
に
あ
た
り
指
摘

を
し
ま
し
た
。�

　
12
月
の
議
会
定
例
会
で
、
指
摘

事
項
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
た
結
果

の
報
告
を
受
け
る
こ
と
な
っ
て
い

ま
す
。�

一
般
会
計
決
算
討
論�

�

反
対
討
論
　
　
佐
々
木
　
求
議
員�

�

　
私
は
、
一
般
会
計
が
、
予
算
と

し
て
提
案
さ
れ
た
時
に
も
反
対
の

討
論
を
し
ま
し
た
。�

　
理
由
は
、
同
和
対
策
関
連
の
事

業
費
約
２
０
０
０
万
円
が
執
行
さ

れ
て
い
る
こ
と
で
す
。�

　
根
拠
法
が
無
く
な
り
10
年
以
上

も
経
っ
た
の
に
、
い
ま
だ
に
こ
う

し
た
も
の
が
執
行
さ
れ
て
い
る
こ

と
は
許
さ
れ
な
い
こ
と
で
す
。�

　
一
日
も
早
く
解
決
を
図
る
た
め

に
も
な
く
す
る
こ
と
こ
そ
大
事
で

す
。�

　
一
般
会
計
決
算
は
、
不
認
定
と

し
反
対
討
論
と
し
ま
す
。�

�

賛
成
討
論
　
　
　
中
原
　
明
議
員�

�

　
町
民
税
の
現
年
度
の
徴
収
率
は
、

99
・
73
㌫
で
す
。
滞
納
額
の
大
半

を
占
め
る
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付

金
、
災
害
援
護
資
金
貸
付
金
は
、

多
額
で
固
定
化
・
多
重
債
務
化
に

あ
り
徴
収
に
困
難
を
期
す
も
の
で

あ
る
が
、
滞
納
繰
越
分
は
、
減
少

し
て
い
る
こ
と
に
努
力
の
成
果
は

認
め
ら
れ
る
。
支
出
の
節
減
に
よ

り
不
用
額
１
億
４
６
１
２
万
円
が

算
出
さ
れ
、
１
億
９
０
０
７
万
円

の
黒
字
決
算
と
な
り
１
億
円
の
基

金
積
立
は
、
評
価
し
ま
す
。�

　
実
質
公
債
費
比
率
は
、
21
・
１

㌫
、
将
来
負
担
比
率
は
、
50
・
７

㌫
と
大
き
く
改
善
さ
れ
ま
し
た
。

　
指
摘
事
項
は
あ
り
ま
す
が
、
不

認
定
に
す
る
よ
う
な
事
項
は
な
く
、

一
般
会
計
は
、
認
定
と
す
る
討
論

と
し
ま
す
。�

�

決
算
審
査
特
別
委
員
会�

�

　
委

員

長
　
　
小
谷
　
博
徳�

　
副
委
員
長
　
　
中
原
　
　
明�

　
委
　
　
員
　
　
竹
永
　
明
文�

　
　
　

〃
　

　
　
　
佐
々
木
　
求�

　
　
　

〃
　

　
　
　
安
達
　
幸
博�

　
　
　

〃
　

　
　
　
松
原
　
直
人�

　
　
　

〃
　

　
　
　
松
本
　
利
秋�

　
　
　

〃
　

　
　
　
梅
林
　
智
子�

�

　
　(

議
長
、
監
査
委
員
を
除
く)

町　道�



（５）�

�

条
例
の
制
定�

◎
町
長
の
給
料
の
特
例
に
関
す

る
条
例�

　
前
会
計
管
理
者
の
公
金
横
領
事

件
の
任
命
責
任
に
よ
り
、
平
成
25

年
８
月
１
日
か
ら
10
月
31
日
ま
で

の
間
、
町
長
の
給
料
月
額
を
20
㌫

減
額
す
る
。�

�

　
賛
成
多
数
で
原
案
ど
お
り
可
決

し
ま
し
た
。�

　
　
反
対
　
松
本
利
秋
議
員�

�

一
般
会
計
補
正
予
算�

　
歳
入
に
６
４
６
万
円
を
追
加
し

て
、
総
額
を
31
億
１
９
１
０
万
円

と
す
る
。�

　
歳
出
　
災
害
復
旧
費�

　
　
　
　
　
　
　
　
６
４
６
万
円�

　
津
地
、
横
路
、
日
野
金
城
線
な

ど
の
災
害
復
旧�

�

　
全
員
賛
成
で
原
案
ど
お
り
可
決

し
ま
し
た
。�

�

全
員
協
議
会�

　
議
会
閉
会
後
、
公
金
横
領
事
件

に
つ
い
て
、
町
長
か
ら
現
時
点
ま

で
の
経
過
説
明
が
あ
り
、
質
疑
を

行
い
ま
し
た
。�

公
金
横
領
の
質
疑
経
過�

議
員
　
な
ぜ
２
年
半
以
上
も
見

抜
け
な
か
っ
た
か
。�

総
務
課
長
　
本
人
が
払
い
戻
し

を
記
載
、
直
接
銀
行
で
現
金
化
し

て
い
た
。�

　
数
字
を
合
わ
せ
た
日
計
表
を
作

っ
て
い
た
の
で
、
監
査
委
員
も
見

抜
け
な
か
っ
た
。�

議
員
　
町
民
に
は
ど
の
よ
う
に

情
報
開
示
、
説
明
責
任
を
図
る
の

か
。�

町
長
　
防
災
無
線
や
８
月
の
町

報
で
説
明
し
た
い
。�

議
員
　
退
職
金
の
返
還
を
退
職

組
合
に
求
め
た
い
と
言
わ
れ
た
が
、

町
民
に
早
急
に
知
ら
せ
る
考
え
は
。�

町
長
　
早
急
に
は
考
え
て
い
な
い
。

退
職
組
合
に
お
願
い
し
て
い
る
こ

と
な
の
で
、
結
論
が
で
た
ら
お
知

ら
せ
し
た
い
。�

総
務
課
長
　
退
職
組
合
へ
の
手

続
き
は
、
粛
々
と
進
め
る
。�

議
員
　
こ
の
預
か
り
金
の
支
払

い
は
現
金
な
の
か
、
振
込
み
も
で

き
る
の
か
。
そ
う
い
う
取
り
決
め

は
な
い
の
か
。�

総
務
課
長
　
振
込
み
で
な
い
と

い
け
な
い
と
い
う
よ
う
な
取
り
決

め
は
な
い
。�

議
員
　
新
聞
に
出
る
前
に
議
会

に
知
ら
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。
議

員
も
町
民
に
説
明
責
任
が
あ
る
。�

議
員
　
な
ぜ
着
服
が
お
き
た
の

か
解
明
さ
れ
て
い
な
い
。�

町
長
　
ど
こ
に
問
題
が
あ
っ
た

の
か
再
発
防
止
策
を
考
え
る
。�

　
各
種
団
体
の
類
似
的
な
お
金
の

預
か
り
も
チ
ェ
ッ
ク
し
た
り
、
複

数
チ
ェ
ッ
ク
体
制
も
検
討
す
る
。�

議
員
　
議
会
の
責
任
と
し
て
も
、

解
明
し
た
い
。�

議
員
　
議
会
と
し
て
の
チ
ェ
ッ

ク
機
能
の
責
任
と
執
行
部
の
対
応

で
十
分
か
。�

　
こ
の
２
点
を
協
議
す
べ
き
だ
。�

議
員
　
こ
の
事
件
の
解
明
は
今

か
ら
で
あ
り
、
今
後
町
長
の
責
任

も
明
確
化
さ
れ
る
。
議
会
も
防
止

対
策
な
ど
に
お
い
て
、
特
別
委
員

会
を
設
置
し
て
真
相
解
明
・
再
発

防
止
を
協
議
し
た
い
。�

�

特
別
委
員
会
の
設
置�

　
議
長
が
特
別
委
員
会
の
設
置
に

つ
い
て
、
議
員
に
諮
り
全
員
賛
成

で
特
別
委
員
会
の
設
置
を
決
め
ま

し
た
。�

�

日野町庁舎内　出納室�

公
金
横
領
事
件
の
経
過�

７
月
８
日
　
　
事
件
発
覚�

７
月
19
日
　
　
議
会
に
事
件
説
明

　
　
　
　
　
　
記
者
会
見
発
表�

　
　
　
　
　
　
防
災
無
線
で
陳
謝

７
月
29
日
　
　
臨
時
議
会
開
催�

８
月
５
日
　
　
退
職
手
当
組
合
が
、

　
元
会
計
管
理
者
へ
直
接
聴
取�

８
月
21
日
　
　
全
員
協
議
会�

　
＊
退
職
手
当
組
合
に
退
職
金
の

　
返
納
を
求
め
た
こ
と
を
説
明�

８
月
26
日
　
　
弁
護
士
ら
３
名
の

　
審
査
会
答
申
に
よ
り
県
市
町
村

　
職
員
退
職
手
当
組
合
が
、
前
会

　
計
管
理
者
に
全
額
返
納
命
令�

９
月
４
日
　
　
刑
事
告
訴�

　
刑
事
訴
追
に
向
け
捜
査
中�

９
月
９
日�

　
執
行
部
か
ら
再
発
防
止
策
が
提

　
示
さ
れ
る
。�

�

９
月
19
日�

　
公
金
取
扱
不
正
防
止
対
策
検
証

　
特
別
委
員
会
を
設
置�

　
執
行
部
の
示
し
た
今
後
の
再
発

　
防
止
策
が
妥
当
で
あ
る
か
、
日

　
常
の
公
金
管
理
の
在
り
方
を
検

　
証
す
る
特
別
委
員
会
を
議
員
全

　
員
で
構
成
す
る
。�

　
　
委

員

長
　
小
谷
　
博
徳�

　
　
副
委
員
長
　
梅
林
　
智
子�

��

＊
退
職
手
当
組
合�

　
鳥
取
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当

組
合
の
こ
と
。�

　
町
村
財
政
基
盤
の
安
定
化
と
退

職
手
当
の
安
定
的
な
支
給
の
確
保

を
目
的
と
し
町
村
か
ら
の
負
担
金

を
元
に
退
職
者
に
直
接
、
退
職
手

当
を
支
給
す
る
。�

刑事告訴�９月４日
�

　
平
成
25
年
第
６
回
日
野
町
議
会
臨
時
会
は
、
平
成
25�

年
７
月
29
日
に
開
会
さ
れ
、
条
例
の
制
定
１
件
、
補
正�

予
算
１
件
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
閉
会
し
ま
し
た
。�

臨時会�

公金取扱不正防止対策検証�
特別委員会設置�

４８０万円　公金横領発覚�

２,６００万円　退職金返納命令�

前会計管理者の�



（６）�

町
道
黒
谷
線
改
良
費�

１
５
４
０
万
円�

�

　
小
原
・
榎
市
の
道
路
改
良�

福
祉
車
両
購
入
費
補
助
金�

２
０
０
万
円�

�

　
タ
ク
シ
ー
利
用
補
助
金
に

よ
る
利
用
増
に
対
応
す
る
た

め
、
車
種
入
替
え
に
対
す
る

補
助�

久
住
放
牧
地
災
害
復
旧�

３
５
万
円�

�

　
７
月
15
日
の
豪
雨
に
よ
り

放
牧
場
道
路
法
面
崩
壊
土
砂

撤
去�

公
用
車
購
入
費�

２
５
１
万
円�
�

　
老
朽
化
の
た
め
、
買
い

換
え�

観
光
費�

金
持
、
お
し
ど
り
の
ぼ
り

旗
・
案
内
板
設
置�

１
４
万
円�

�

　
金
持
神
社
入
口
の
看
板

新
設�

財
政
調
整
基
金
積
立
金�

５
９
２
６
万
円�

��

減
債
基
金
積
立
金�

６
０
０
０
万
円�

　
第
７
回
議
会
は
、
９
月
９
日
に
開
会
、
会
期
を
９�

月
27
日
ま
で
の
19
日
間
と
し
、
補
正
予
算
８
件
、
平�

成
24
年
度
決
算
８
件
、
条
例
の
制
定
１
件
と
一
部
改�

正
１
件
、
特
別
委
員
会
設
置
１
件
、
請
願
審
査
１
件
、�

陳
情
審
査
１
件
、
意
見
書
提
出
２
件
を
原
案
の
と
お�

り
可
決
、
認
定
し
ま
し
た
。
一
般
質
問
で
は
、
５
人�

の
議
員
が
活
発
な
質
問
・
意
見
を
展
開
し
ま
し
た
。�

９月定例会�

�

　
歳
入
の
主
な
も
の�

�
地
方
交
付
税�

　
　
　
　
６
７
８
７
万
円�

国
県
分
担
金
及
び
負
担
金�

　
　
　
　
　
　
２
５
万
円�

財
政
調
整
基
金
繰
入
金�

　
減
額
の
１
７
７
８
万
円�

財
政
調
整
基
金
繰
入
金�

　
　
　
　
　
３
５
７
万
円�

災
害
復
旧
費
負
担
金�

　
　
　
　
　
４
０
６
万
円�

観
光
振
興
基
金
繰
入
金�

　
　
　
　
　
　
１
４
万
円�

愛
と
元
気
の
日
野
町
ふ
る

さ
と
基
金
繰
入
金�

　
　
　
　
　
１
０
９
万
円�

過
疎
対
策
事
業
債
　
　
　

　
　
　
　
　
１
０
０
万
円�

臨
時
財
政
対
策
債
　
　
　

　
　
　
　
１
４
３
９
万
円�

前
年
度
繰
越
金�

　
　
　
　
９
０
０
７
万
円�

�

全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。�

一般会
計�

補正予
算�1 億 6,474 万円を追加�

総額 32 億 8,385 万円�

看板を設置する金持神社参道入口�

タクシー利用する町民�

改修中の町道黒谷線�

歳出の主なもの�



（７）�

出
産
一
時
金
と
し
て
、
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
へ�

８
７
万
円�

�

　
出
産
が
２
人
増
え
た
た
め�

風
疹
予
防
接
種�

１
０
７
万
円�

中
学
校
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
室

エ
ア
コ
ン
修
理�

１
５
０
万
円�

町の公民館を改修�

LED 照明に交換�

乳
児
用
体
重
計�４

万
円�

道
路
管
理�

　
　（
草
刈
り
、
舗
装
）�

２
９
８
万
円�

�

臨
時
雇
用
人
件
費
と
道
路
舗

装
等
材
料
費�

災
害
復
旧
費�

７
５
９
万
円�

�

　
９
月
３
日
、
４
日
の
豪
雨

に
よ
り
町
道
日
野
金
城
１
号

線
、
町
道
濁
谷
滝
山
線
の
道

路
法
面
崩
壊�

200 万円
�

日野中学校　コンピューター室�

改修される公民館ロビー（黒坂）�

修繕される町道�



（８）�

条
例
の
制
定�

�

◎
日
野
町
立
歴
史
民
俗
資
料
館
分

館
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例�　
都
合
山
た
た
ら
高
殿
模
型
及
び

た
た
ら
製
鉄
関
連
資
料
の
収
蔵
・

展
示
の
た
め
、
日
野
町
公
舎
裏
庭

に
新
築
す
る
「
日
野
町
立
歴
史
民

俗
資
料
館
分
館
」
の
管
理
・
運
営

に
関
す
る
条
例
。�

�
条
例
の
一
部
改
正�

�

◎
日
野
町
税
条
例�

　
寄
附
金
税
額
控
除
に
お
け
る
特

例
控
除
額
の
条
例
の
一
部
改
正
及

び
固
定
資
産
税
・
特
別
土
地
保
有

税
の
納
税
義
務
者
等
の
変
更
。�

�

請
願
審
査�

�

○
麻
生
副
総
理
の
「
ナ
チ
ス
の
手

口
を
見
習
い
、
憲
法
改
定
を
」
と

い
う
発
言
に
対
し
、
副
総
理
及
び

財
務
大
臣
を
辞
任
す
る
よ
う
求
め

る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
請
願�

�

不
採
択�

（
理
由
）�

　
大
臣
発
言
に
つ
い
て
は
適
切
と

は
言
え
な
い
が
、
発
言
に
対
し
て

謝
罪
及
び
撤
回
を
し
て
お
り
、
不

採
択
と
し
ま
し
た
。�

�

陳
情
審
査�

�

○
「
森
林
吸
収
源
対
策
及
び
地
球

温
暖
化
対
策
に
関
す
る
地
方
の
財

源
確
保
の
た
め
の
意
見
書
採
択
」

に
関
す
る
陳
情
に
つ
い
て�

�

採
択�

（
理
由
）�

　
国
土
の
保
全
、
水
資
源
の
涵
養
、

自
然
環
境
の
保
持
な
ど
森
林
の
公

益
的
機
能
の
確
保
や
、
地
球
温
暖

化
対
策
に
重
要
な
森
林
整
備
事
業

等
推
進
す
る
上
で
、
恒
久
的
・
安

定
的
な
財
源
を
確
保
す
る
こ
と
は

重
要
で
あ
り
、
採
択
と
し
ま
し
た
。�

�

意
見
書�

�

　
議
員
発
議
に
よ
る
意
見
書
２
件

を
、
内
閣
総
理
大
臣
、
関
係
大
臣

等
に
提
出
し
ま
し
た
。（
抜
粋
）�

�

○
「
森
林
吸
収
源
対
策
及
び
地
球

温
暖
化
対
策
に
関
す
る
地
方
の
財

源
確
保
」
の
た
め
の
意
見
書�

　
自
然
災
害
な
ど
の
脅
威
か
ら
国

民
の
生
命
財
産
を
守
る
た
め
の
森

林
・
林
業
・
山
村
対
策
の
強
化
を

図
る
。�

　
二
酸
化
酸
素
吸
収
源
と
し
て
重

要
な
機
能
を
有
す
る
森
林
の
整
備
・

保
守
等
を
推
進
す
る
市
町
村
の
役

割
を
踏
ま
え
「
石
油
石
炭
税
の
税

率
の
特
例
」
に
よ
る
税
収
の
一
定

割
合
を
、
森
林
面
積
に
応
じ
て
譲

与
す
る
仕
組
み
の
構
築
を
強
く
求

め
る
。�

�

○
道
州
制
導
入
に
断
固
反
対
す
る

意
見
書�

　
町
村
や
国
民
に
対
し
て
丁
寧
な

説
明
や
真
摯
な
議
論
も
な
い
ま
ま
、

道
州
制
の
導
入
法
案
が
提
出
さ
れ

よ
う
と
し
て
い
る
。�

　
道
州
制
は
、
住
民
と
行
政
の
距

離
が
格
段
と
遠
く
な
り
住
民
自
治

が
衰
退
す
る
。
効
率
性
や
経
済
性

を
優
先
し
地
域
の
伝
統
、
文
化
、

郷
土
意
識
を
無
視
し
て
つ
く
る
大

き
な
団
体
は
、
地
方
自
治
と
呼
べ

る
も
の
で
は
な
い
。�

　
日
野
町
議
会
は
、
道
州
制
に
断

固
反
対
す
る
。�

�

人
　
事�

�

日
野
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
の
選
任
に
同
意�

�

　
　
　
若
　
林
　
昌
　
文 

氏�

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
根
雨
）�

　
　
　
上
　
谷
　
　
　
修 

氏�

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
久
住
）�

　
　
　
山
　
形
　
克
　
彦 

氏�

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
板
井
原
）�

��

指
定
管
理
者
を
決
定�

�

　
日
野
町
農
産
物
加
工
所
の
指
定

管
理
者
に
鳥
取
西
部
農
業
協
同
組

合
を
指
定
し
ま
し
た
。�

　
期
間
は
協
定
締
結
後
か
ら
平
成

28
年
３
月
31
日
ま
で
。�

新築中の歴史民俗資料館分館（町公舎裏）�

特別会計補正予算�
総額�

4億3,631万円�

5億9,749万円�

5,469万円�

1億 601万円�

1億 889万円�

7,615万円�

歳出の主なもの�

保険給付費�

国、県返還金�

広域連合納付金�

総務管理費�

修繕費�

施設管理費�

区分�

国民健康保険�

介  護  保  険�

後期高齢者医療保険�

簡  易  水  道�

公共下水道事業�

農業集落排水事業�

補正額�

4,093万円�

694万円�

5万円�

7万円�

261万円�

210万円�

全議員賛成で�

原案通り可決しました。�



（９）�

図
書
館
司
書
の
効
果�

�

　
本
町
は
、
保
小
中
一
貫

教
育
に
沿
っ
て
学
校
図
書

館
司
書
の
配
置
を
し
て
い

ま
す
。�

　
教
育
民
生
常
任
委
員
会

は
、
９
月
26
日
、
30
日
に

日
野
中
学
校
の
図
書
館
司

書
の
配
置
の
状
況
を
視
察

し
、
学
校
長
、
学
校
図
書

館
司
書
と
意
見
交
換
を
し

ま
し
た
。�

　
図
書
室
を
視
察�

　
日
野
中
学
校
の
図
書
貸

出
数
は
22
年
度
＝
３
７
５

冊
、
23
年
度(

学
校
図
書

館
司
書
配
置)

＝
１
５
１

９
冊
、
24
年
度
＝
１
８
０

７
冊
と
大
幅
な
増
加
で
す
。�

　
24
年
度
に
は
、
60
万
円

分
の
本
が
蔵
書
さ
れ
本
棚

も
充
実
し
て
き
て
い
ま
す
。

テ
ー
マ
別
や
世
の
中
の
出

来
事
に
あ
わ
せ
た
コ
ー
ナ

ー
も
あ
り
、
生
徒
達
が
手

に
取
り
や
す
い
工
夫
も
さ

れ
て
い
て
、
昼
休
憩
に
は
、

多
く
の
生
徒
が
図
書
室
に

来
て
本
を
読
み
有
意
義
な

時
間
を
す
ご
し
て
い
ま
し

た
。�

　
意
見
交
換�

　
学
校
長
か
ら
、
司
書
教

諭
の
確
保
が
困
難
な
実
態

を
聞
き
ま
し
た
。
ま
た
、

学
校
図
書
館
司
書
か
ら
は
、

本
の
リ
ク
エ
ス
ト
を
探
す

の
に
は
、
職
員
室
の
パ
ソ

コ
ン
を
使
っ
て
い
る
実
情

を
聞
き
、
日
野
町
図
書
館

と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築

し
て
、
常
に
図
書
室
勤
務

が
で
き
る
環
境
整
備
が
必

要
と
感
じ
ま
し
た
。�

　
常
任
委
員
会
の
課
題�

　
司
書
教
諭
と
学
校
図
書

館
司
書
、
町
の
図
書
館
と

の
連
携
が
取
れ
て
こ
そ
、

図
書
が
教
育
に
生
か
さ
れ

る
も
の
で
あ
り
、
保
小
中

の
図
書
室
と
日
野
町
図
書

館
を
結
ぶ
図
書
館
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
や
図
書

の
充
実
が
課
題
で
す
。�

男
女
共
同
参
画
推
進

条
例
制
定
を
調
査�

�

　
県
下
で
唯
一
条
例
制
定

の
な
い
日
野
町
に
条
例
制

定
を
と
い
う
考
え
か
ら
、

男
女
共
同
参
画
推
進
会
議

ひ
の（
つ
く
し
ん
ぼ
の
会
）

会
長
　
生
田
安
子
氏
よ
り
、

８
月
４
日
の
「
男
女
共
同

参
画
推
進
条
例
制
定
の
た

め
の
研
修
会
に
つ
い
て
」

の
案
内
が
委
員
会
に
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。�

　
研
修
会
に
委
員
会
も
参

加
し
、
境
港
市
の
男
女
共

同
参
画
推
進
会
議
・
岩
間

悦
子
氏
の
講
演
を
聞
き
ま

し
た
。�

　
続
い
て
、
９
月
26
日
、

鳥
取
県
職
員
　
石
井
宏
美

氏
の
「
地
域
の
活
動
の
中

で
男
女
共
同
参
画
を
す
す

め
よ
う
〜
誰
も
が
幸
せ
に

暮
ら
せ
る
た
め
に
〜
」
が

開
か
れ
、
常
任
委
員
会
と

し
て
も
研
修
を
重
ね
ま
し

た
。�

　
こ
れ
ま
で
に
日
野
町
は
、

男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
、

平
成
16
年
に
「
日
野
町
男

女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
（
第

一
次
）
」
を
作
成
、
四
つ

の
基
本
目
標
を
掲
げ
ま
し

た
。�

　
平
成
25
年
３
月
に
は
第

二
次
プ
ラ
ン
「
き
ら
り
と

光
る
ま
ち
」
（
目
標
年
度

平
成
29
年
度
ま
で
）
を
作

成
。�

　
「
す
べ
て
の
人
の
人
権

が
尊
重
さ
れ
、
あ
ら
ゆ
る

場
面
に
参
画
で
き
る
、
安

心
し
て
働
け
る
ま
ち
づ
く

り
」
を
基
本
理
念
に
新
た

な
評
価
委
員
会
を
設
置
し

て
、
プ
ラ
ン
の
実
施
、
進

捗
状
況
を
評
価
、
検
討
を

行
っ
て
い
ま
す
。�

�

　
総
務
経
済
常
任
委
員
会

は
、
定
例
会
で
付
議
さ
れ

た
、
陳
情
・
請
願
の
検
討

も
行
い
な
が
ら
、
新
た
に

条
例
の
制
定
が
必
要
か
ど

う
か
、
今
後
さ
ら
に
検
討

を
深
め
て
い
く
予
定
で
す
。�

総務経済�
常任委員会�

報  告�

教育民生�
常任委員会�

報  告�

日野中学校図書室を視察�

８月４日研修会の様子�
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議
員
　
本
町
は
、
少
子
高
齢
化
と�

過
疎
化
が
進
み
、
高
齢
化
率
は
42

㌫
に
達
し
、
町
民
の
生
活
が
危
ぶ

ま
れ
る
状
況
が
出
始
め
て
い
ま
す
。�

　
地
球
の
温
暖
化
の
影
響
で
異
常

気
象
が
見
ら
れ
、
局
地
的
に
豪
雨

が
発
生
し
て
い
ま
す
。�

　
こ
の
よ
う
な
中
で
、
高
齢
化
に�

対
応
し
た
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ

く
り
が
求
め
ら
れ
ま
す
。�

　
そ
こ
で
、
万
が
一
の
災
害
発
生�

後
の
復
旧
に
、
町
独
自
の
小
規
模�

の
災
害
復
旧
補
助
金
の
創
設
を
考

え
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。�

町
長
　
災
害
復
旧
は
、
被
害
額
が
、

道
路
・
河
川
等
公
共
土
木
施
設
で

は
60
万
円
以
上
、
農
地
及
び
用
水

路
、
農
道
等
の
農
用
地
施
設
で
は

40
万
円
以
上
、
林
道
は
30
万
円
以

上
な
ど
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す

箇
所
に
つ
い
て
は
、
国
の
補
助
事

業
を
受
け
て
実
施
し
て
い
ま
す
。�

　
こ
の
他
、
町
で
修
繕
す
る
も
の

も
あ
り
ま
す
が
、
小
規
模
の
農
業

用
水
路
や
農
地
災
害
に
つ
い
て
は
、�

所
有
者
や
関
係
者
で
復
旧
し
て
頂

い
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。�

　
異
常
気
象
に
よ
る
集
中
豪
雨
等

頻
繁
に
発
生
し
て
い
る
現
状
を
見

る
と
、
小
規
模
災
害
復
旧
に
つ
い

て
、
補
助
制
度
を
検
討
し
ま
す
。�

議
員
　
町
道
の
中
で
生
活
道
、
バ

ス
路
線
を
侵
害
し
て
い
る
樹
木
な

ど
は
、
通
行
に
危
険
で
す
。
こ
れ

に
対
処
す
る
自
治
会
等
へ
の
補
助

金
の
創
設
は
出
来
ま
せ
ん
か
。�

町
長
　
原
則
自
治
会
で
対
応
し
て

頂
い
て
お
り
ま
す
が
、
道
路
に
対

す
る
危
険
性
が
高
く
、
緊
急
的
な

措
置
が
必
要
な
場
合
、
産
業
振
興

課
に
相
談
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。�

�

高
齢
者
の
話
し
相
手
に�

�

議
員
　
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
見
守
り

事
業
の
成
果
は
ど
う
で
す
か
。�

町
長
　
平
成
23
年
度
か
ら
75
歳
以

上
の
１
人
暮
し
等
の
お
宅
を
訪
問
、

話
し
相
手
と
な
り
意
見
や
要
望
な

ど
約
１
６
０
件
を
持
ち
帰
り
、
問

題
解
消
に
努
め
て
い
ま
す
。�

議
員
　
こ
の
事
業
の
継
続
は
勿
論

必
要
で
す
が
、
自
治
会
が
活
発
に

な
れ
ば
助
け
合
い
も
自
然
に
生
れ

て
来
る
と
思
い
ま
す
。�

　
行
政
が
率
先
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
充
実
の
旗
振
り
を
さ
れ
て
は

ど
う
で
す
か
。�

町
長
　
町
内
で
、
色
々
な
グ
ル
ー

プ
が
そ
れ
ぞ
れ
地
域
に
根
差
し
た

活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
事
業
を
ば
ら
ば
ら
で
や
っ
て
い

て
も
効
果
は
少
な
く
、
そ
の
つ
な

ぎ
の
役
目
も
あ
り
、
町
の
職
員
１

人
を
見
守
り
支
援
員
と
し
て
配
置

し
て
い
ま
す
。�

松本　利秋議員�

小
規
模
災
害
復
旧
に
補
助
制
度
を�

●答
　
検
討
し
ま
す�

地区住民による高齢者の見守り�

土砂に埋まった水路�
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議
員
　
西
部
地
区
町
村
会
か
ら
知

事
へ
の
要
望
会
の
時
、
町
長
は
日

野
振
興
セ
ン
タ
ー
で
の
「
地
元
採

用
職
員
が
少
な
い
」
災
害
時
の
職

員
招
集
の
対
応
に
不
安
を
感
じ
る

の
で
、
そ
の
対
策
を
求
め
て
い
ま

す
。�

　
本
町
に
置
き
換
え
て
み
る
と
、

同
じ
よ
う
に
い
ざ
と
い
う
時
、
職

員
招
集
に
不
安
を
感
じ
る
こ
と
か

ら
、
職
員
を
地
元
か
ら
採
用
す
る

考
え
方
を
尋
ね
ま
す
。�

町
長
　
一
般
職
の
受
験
資
格
の
住

所
要
件
を
平
成
18
年
度
以
降
、
鳥

取
県
西
部
町
村
内
在
住
者
か
ら
日

野
町
在
住
者
及
び
出
身
者
に
変
更

し
て
い
ま
す
。�

　
保
健
師
、
保
育
士
等
の
有
資
格

者
に
つ
い
て
は
、
現
在
も
鳥
取
県

西
部
町
村
内
在
住
者
と
し
て
実
施

し
て
い
ま
す
。�

　
７
月
の
豪
雨
の
時
、
日
野
振
興

セ
ン
タ
ー
に
国
道
の
情
報
を
尋
ね

ま
し
た
が
、
明
快
な
答
弁
が
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。�

　
い
ざ
と
い
う
時
、
人
手
不
足
に

な
る
の
で
日
野
郡
出

身
者
の
配
置
を
求
め

た
も
の
で
す
。�

議
員
　
休
日
、
夜
間

の
災
害
の
時
、
災
害

対
策
本
部
に
人
が
い

な
い
心
配
は
、
本
町

で
も
同
じ
で
す
。
町

内
の
職
員
と
町
外
の

職
員
の
比
率
を
尋
ね

ま
す
。�

課
長
　
町
内
が
60
㌫
、

町
外
が
40
㌫
で
す
。

災
害
対
応
の
時
、
遅

い
人
で
１
時
間
程
度

か
か
り
ま
す
。�

町
長
　
災
害
対
策
本

部
は
、
全
員
が
そ
ろ

わ
な
い
と
対
応
が
で

き
な
い
訳
で
も
な
い

の
で
、
危
機
感
は
持

っ
て
い
ま
せ
ん
。
本
部
立
ち
上
げ

に
大
き
な
支
障
に
は
な
っ
て
い
ま

せ
ん
。�

議
員
　
福
祉
や
防
災
の
観
点
か
ら

も
町
外
か
ら
通
勤
す
る
職
員
に
、

「
日
野
町
に
住
み
ま
せ
ん
か
」
と

話
さ
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。�

町
長
　
「
日
野
町
に
住
ん
で
日
野

町
に
奉
職
す
る
の
が
使
命
だ
よ
」

と
よ
く
い
っ
て
い
ま
す
が
、
応
え

て
く
れ
る
人
は
い
ま
せ
ん
。�

議
員
　
臨
時
、
嘱
託
職
員
は
、
１

年
ご
と
の
採
用
で
す
が
、
身
分
が

不
安
定
で
な
か
な
か
応
募
が
な
い

よ
う
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
複
数

年
の
雇
用
期
間
を
設
け
る
こ
と
を

考
え
ま
せ
ん
か
。�

町
長
　
非
常
に
身
分
が
不
安
定
だ

と
承
知
し
て
い
ま
す
。�

　
複
数
年
と
い
う
間
は
、
保
証
し

ま
す
と
い
う
方
法
が
な
い
の
か
検

討
を
進
め
て
い
ま
す
。�

�

前
立
腺
ガ
ン
検
診
を�

�

議
員
　
前
立
腺
ガ
ン
検
診
を
、
町

の
検
診
に
加
え
ま
せ
ん
か
。�

町
長
　
血
液
検
査
で
あ
り
、
国
保

の
特
定
検
診
と
セ
ッ
ト
で
き
る
の

で
費
用
と
効
果
を
検
証
し
、
検
討

し
ま
す
。�

安達　幸博議員�
●答　本部立ち上げに支障はない�

災害時の職員招集に不安�

日野町災害対策本部　訓練�

防災訓練をする町民�
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議
員
　
生
活
保
護
費
の
切
り
下
げ
、

母
子
加
算
廃
止
で
母
子
世
帯
の
困

窮
度
は
益
々
大
き
く
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
消
費
税
引
き
上

げ
と
な
れ
ば
生
活
保
護
家
庭
は
一

層
の
困
難
を
抱
え
ま
す
。
塾
費
用

の
助
成
な
ど
支
援
策
は
と
れ
ま
せ

ん
か
。�

町
長
　
他
町
で
は
や
っ
て
い
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ニ
ー
ズ
等
違

い
も
あ
る
で
し
ょ
う
か
ら
、
学
校

教
育
で
学
習
力
を
身
に
つ
け
て
頂

き
た
い
と
思
い
ま
す
。�

議
員
　
生
活
保
護
世
帯
に
対
し
保

育
料
を
課
し
て
い
る
が
取
り
や
め

る
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。�

町
長
　
全
て
の
保
護
者
か
ら
保
育

料
を
負
担
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、

保
護
者
の
子
育
て
意
識
の
高
揚
を

図
っ
て
き
ま
し
た
。�

議
員
　
働
い
て
い
る
保
護
者
に
は

徴
収
し
た
金
額
を
補
助
し
、
無
職

の
世
帯
は
生
活
費
か
ら
負
担
さ
せ

る
事
で
効
果
は
あ
る
の
で
す
か
。�

町
長
　
だ
か
ら
町
独
自
で
子
育
て

支
援
金
を
出
し
て
い
る
。
生
活
保

護
費
に
大
鉈
を
振
る
っ
て
削
減
す

べ
き
と
思
っ
て
い
ま
す
。�

�
限
界
に
来
た
水
路
補
修�

�

議
員
　
今
年
７
月
の
豪
雨
災
害
で

は
、
復
旧
の
経
済
的
負
担
に
耐
え

ら
れ
な
い
ケ
ー
ス
が
で
て
き
て
い

ま
す
。
負
担
軽
減
対
策
は
行
え
ま

せ
ん
か
。�

町
長
　
小
規
模
災
害
復
旧
等
の
補

助
制
度
も
検
討
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
当
初
予
算
を
決

め
る
時
期
に
、
根
拠
法
令
を
明
文

化
し
ま
す
。�

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の

そ
の
後�

�

議
員
　
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ

ン
接
種
は
重
篤
な
副
反
応
被
害
の

た
め
６
月
に
厚
生
労
働
省
が
、
積

極
的
に
勧
め
な
い
と
し
ま
し
た
。

そ
の
後
の
接
種
状
況
と
副
反
応
被

害
の
実
態
は
ど
う
で
す
か
。�

町
長
　
今
年
度
は
６
月
ま
で
は
７

件
で
し
た
が
、
そ
の
後
は
無
く
、

副
反
応
の
報
告
も
あ
り
ま
せ
ん
。�

議
員
　
こ
の
ワ
ク
チ
ン
の
副
反
応

は
、
激
烈
に
起
こ
る
様
な
過
敏
性

反
応
、
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
シ
ョ

ッ
ク
、
気
管
支
け
い
れ
ん
、
じ
ん

ま
疹
、
ギ
ラ
ン
バ
レ
ー
症
候
群
、

血
小
板
減
少
性
紫
斑
病
、
急
性
散

在
性
髄
膜
炎
等
で
す
。
ワ
ク
チ
ン

と
症
状
が
結
び
つ
く
こ
と
が
難
し

い
よ
う
な
、
症
状
が
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
が
対
策
を
と
る
べ
き
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。�

課
長
　
症
状
の
把
握
に
努
め
、
事

前
説
明
の
中
で
内
容
の
周
知
が
出

来
る
よ
う
に
し
ま
す
。�

梅林　智子議員�

生
活
保
護
家
庭
の
子
育
て
支
援
は�

●答
　
支
援
は
し
な
い�

ひのっこ保育所�

子宮頸がん予防ワクチンパンフレット�
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議
員
　
日
野
病
院
が
指
定
管
理
者

と
な
っ
て
い
る
、
介
護
老
人
保
健

施
設
「
あ
や
め
」
は
来
春
、
指
定

管
理
者
の
更
新
と
な
り
ま
す
。
江

府
町
は
建
物
の
借
入
金
返
済
を
す

べ
て
「
あ
や
め
」
に
求
め
支
援
を

行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
あ
ま
り
に
も

不
公
正
不
平
等
と
考
え
ま
す
。
そ

の
経
営
の
在
り
方
は
、
日
野
病
院

に
と
っ
て
影
響
が
大
き
く
重
要
な

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
町
長
は
、
病
院
事
業
で
は
管
理

者
で
す
が
町
民
に
直
接
責
任
を
負

い
、
町
民
の
医
療
・
福
祉
・
介
護

を
守
り
利
益
を
守
る
責
任
が
あ
り

ま
す
。�

　
他
の
介
護
施
設
の
場
合
通
常
、

利
子
補
給
な
ど
の
支
援
で
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。
現
に
こ
れ
ま
で

江
府
町
も
日
野
町
も
そ
う
し
て
来

ま
し
た
。
「
あ
や
め
」
は
建
物
が

江
府
町
の
も
の
で
、
年
間
約
４
億

円
の
事
業
に
対
し
、
日
野
病
院
が

負
担
し
て
い
る
返
済
金
は
、
年
間

４
８
０
０
万
円
と
い
う
の
は
納
得

で
き
ま
せ
ん
。�

　
12
月
に
は
ど
う
す
る
の
か
決
め

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。�

町
長
　
「
あ
や
め
」
は
江
府
町
の

施
設
で
あ
り
、
指
定
管
理
の
更
新

に
つ
い
て
、
ま
ず
条
件
・
方
針
を

示
し
て
い
た
だ
か
な
い
と
議
論
が

進
ま
な
い
。
方
針
提
示
を
早
急
に

求
め
て
い
き
ま
す
。�

　
病
院
議
会
で
大
い
に
議
論
す
べ

き
事
柄
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
江

府
町
の
施
設
で
あ
る
と
い
う
認
識

が
欠
け
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。�

　
き
ち
ん
と
整
理
整
頓
を
し
な
い

と
い
け
な
い
、
ぎ
り
ぎ
り
の
と
こ

ろ
で
す
。
江
府
町
に
早
急
に
伝
え

ま
す
。�

�

菜
種
搾
油
事
業
の
支
援
を�

�

議
員
　
福
祉
作
業
所
が
行
う
作
業

は
、
工
賃
３
倍
化
計
画
の
も
と
、

お
し
ど
り
作
業
所
で
は
搾
油
機
の

導
入
や
、
支
援
者
の
配
置
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
前
年
度
に
比
べ
生

産
量
も
落
ち
込
み
、
原
料
を
郡
外

に
依
存
す
る
傾
向
が
強
ま
っ
て
い

ま
す
。
事
業
所
担
当
者
任
せ
に
せ

ず
、
当
初
の
目
的
を
達
成
す
る
に

は
、
体
制
の
整
備
が
必
要
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。�

町
長
　
当
初
計
画
に
遠
く
及
ば
ず

減
少
傾
向
で
す
。
郡
外
か
ら
の
買

い
付
け
も
思
う
よ
う
な
成
果
が
上

が
っ
て
い
ま
せ
ん
。�

　
今
年
度
か
ら
農
林
振
興
公
社
に

お
い
て
も
約
２
・
５
㌶
の
作
付
け

を
計
画
し
、
栽
培
の
推
進
を
図
り

ま
す
。�

　
事
業
が
軌
道
に
乗
る
に
は
そ
れ

な
り
の
時
間
を
要
し
ま
す
。�

　
社
会
福
祉
協
議
会
、
オ
シ
ド
リ

作
業
所
は
一
層
の
原
料
確
保
に
努

め
、
農
業
改
良
普
及
所
と
一
体
と

な
り
相
談
、
促
進
で
き
る
体
制
づ

く
り
も
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。�

�

佐々木　求議員�
●答　江府町に早急に伝えます�

「あやめ」の問題の早期解決を�

介護老人保健施設「あやめ」�

おしどり作業所�
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議
員
　
７
年
半
の
町
政
に
対
す
る

自
己
評
価
と
、
７
月
に
発
覚
し
た

不
祥
事
に
つ
い
て
、
町
長
の
卒
直

な
気
持
ち
を
伺
い
ま
す
。�

町
長
　
財
政
破
綻
宣
言
後
、
財
政

再
建
に
取
り
組
み
、
職
員
に
は
早

期
退
職
勧
奨
や
、
給
与
削
減
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。�

　
町
民
に
は
、
下
水
道
使
用
料
の

増
額
、
固
定
資
産
税
率
の
増
な
ど

各
種
の
ご
協
力
と
ご
理
解
を
頂
き
、

財
政
再
建
な
ど
、
一
定
の
成
果
は

出
せ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。�

　
不
祥
事
に
つ
い
て
は
任
命
権
者

と
し
て
、
誠
に
残
念
で
あ
り
、
無

念
の
一
言
で
す
。
二
度
と
起
こ
さ

な
い
よ
う
再
発
防
止
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。�

議
員
　
来
年
２
月
の
町
長
選
挙
に

立
候
補
さ
れ
る
気
持
ち
が
あ
り
ま

す
か
。�

　
町
民
の
関
心
は
非
常
に
高
い
と

思
い
ま
す
。�

　
現
職
で
あ
る
町
長
が
、
こ
の
時

期
に
意
思
表
示
す
る
責
任
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。�

　
卒
直
な
思
い
を
伺
い
ま
す
。�

町
長
　
卒
直
に
申
し
上
げ
ま
す
と

現
在
、
熟
慮
中
で
あ
り
ま
す
。�

　
不
祥
事
の
経
緯
な
ど
十
二
分
に

考
慮
し
、
町
民
の
ご
意
見
も
十
分

伺
い
な
が
ら
、
判
断
で
き
る
時
期

に
な
れ
ば
皆
さ
ん
に
示
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。�

議
員
　
現
在
の
執
行
部
体
制
に
副

町
長
を
置
く
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
現
在
の
グ
ル
ー
プ
制
を
改

め
る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。�

町
長
　
現
在
の
と
こ
ろ
、
副
町
長

が
い
な
く
て
も
大
き
な
弊
害
は
起

き
て
い
な
い
が
、
意
見
と
し
て
頭

の
中
に
い
れ
て
お
き
た
い
と
思
い

ま
す
。�

　
グ
ル
ー
プ
制
に
つ
い
て
は
制
度

を
取
り
入
れ
、
ま
だ
１
年
半
し
か

経
過
し
て
お
ら
ず
、
引
き
続
き
こ

の
ま
ま
の
体
制
を
見
守
っ
て
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
。�

�

人
と
地
域
に
投
資
を�

�

議
員
　
実
質
公
債
比
率
は
21
・
１

㌫
で
、
全
国
ワ
ー
ス
ト
９
位
で
す
。

　
将
来
負
担
比
率
は
、
50
・
７
㌫

と
数
字
は
よ
く
な
り
ま
し
た
。�

　
今
後
の
政
策
と
投
資
は
人
に
対

す
る
投
資
、
地
域
に
対
す
る
投
資

を
検
討
し
て
は
ど
う
で
す
か
。�

町
長
　
２
つ
の
比
率
を
下
げ
る
こ

と
に
視
点
を
置
い
て
今
ま
で
財
政

運
営
を
し
て
き
ま
し
た
。�

　
将
来
何
が
起
き
る
か
わ
か
ら
ず
、

ど
ん
な
状
況
で
も
予
算
が
組
め
る

と
い
う
考
え
か
ら
取
り
組
み
ま
し

た
。
基
金
の
積
み
立
て
の
目
標
も

そ
こ
に
あ
り
ま
す
。�

中原　信男議員�

町
政
の
自
己
評
価
と
町
長
選
挙
は�

●答
　
立
候
補
は
熟
慮
中�

日野町庁舎�
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議会広報研修会�

俣野川発電所�

議会広報�

常任委員会�

報　告�

鳥
取
県
町
村
議
会
広
報
研
修
会�

�

　
「
議
会
広
報
に
求
め
ら
れ
る
も

の
は
」
と
題
し
て
、
広
報
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
深
沢
徹
氏
の
講
演
を
聴

き
ま
し
た
。�

　
広
報
紙
の
編
集
は
、
あ
り
の
ま

ま
に
、
わ
か
り
や
す
く
、
読
者（
町

民
）
の
事
を
考
え
、
役
所
用
語
は

日
常
語
に
直
し
、
文
章
は
短
く
を

基
本
に
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
と

話
さ
れ
ま
し
た
。�

　
議
会
独
自
の
調
査
・
研
究
・
視

察
研
修
・
政
策
提
言
に
つ
な
が
る

活
動
は
積
極
的
に
報
道
し
、
行
政

の
チ
ェ
ッ
ク
・
検
証
・
追
跡
の
姿

勢
と
企
画
を
も
つ
こ
と
が
大
事
。

と
付
け
加
え
ら
れ
ま
し
た
。�

　
議
会
だ
よ
り
の
モ
ニ
タ
ー
制
度
、

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
写
真
の
公
募
や

広
告
掲
載
が
あ
る
広
報
紙
も
増
え

て
き
て
い
る
な
ど
、
参
考
に
す
る

こ
と
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。�

　
本
町
の
議
会
だ
よ
り

97
号
の
講
評
で
は
、
当

初
予
算
の
財
源
と
使
途

を
円
グ
ラ
フ
で
表
し
、

「
特
集
・
行
動
」
は
町

民
各
分
野
の
活
動
を
紹

介
す
る
好
記
事
で
す
。�

　
レ
イ
ア
ウ
ト
も
ゆ
と

り
が
あ
り
、
か
な
り
よ

い
出
来
と
お
褒
め
の
言

葉
を
頂
き
編
集
活
動
に

励
み
と
な
り
ま
し
た
。�

�����

西
部
町
村
議
会
議
員
研
修
会�

�

　
９
月
３
日
、
南
部
町
天
萬
庁
舎

に
西
部
地
区
７
町
村
の
議
員
約
80

人
が
出
席
し
て
、
自
治
功
労
者
表

彰
式
並
び
に
議
員
研
修
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。�

　
自
治
功
労
表
彰
（
日
野
町
）
で

は
、
町
村
議
会
議
員
と
し
て
通
算

18
年
以
上
在
職
し
功
労
の
あ
っ
た�

　
　
中
原
　
明
議
員�

同
、
通
算
11
年
以
上
在
職
し
功
労

の
あ
っ
た�

　
　
安
達
幸
博
議
員�

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。�

�

　
研
修
会
の
内
容�

　
研
修
会
で
は
、
株
式
会
社
フ
レ

ー
ル
代
表
取
締
役 

松
本
え
り
氏

を
講
師
に
「
全
て
の
出
逢
い
に
感

謝
を
し
て
」
と
題
し
て
講
演
を
聴

き
ま
し
た
。�

　
松
本
氏
は
、
大
山
寺
（
吉
野
旅

館
）
の
生
ま
れ
。
ご
主
人
と
２
人

で
桝
水
に
結
婚
式
場
「
ロ
テ
ル
フ

レ
ー
ル
」
を
開
業
。
さ
ら
に
、（
株
）

桝
水
リ
ゾ
ー
ト
設
立
。
「
桝
水
高

原
教
会
」・「
リ
ス
ト
ラ
ン
テ
天
空
」

を
開
業
す
る
な
ど
、
リ
フ
ォ
ー
ム

事
業
を
て
が
け
、
思
い
出
の
建
物

に
新
し
い
生
命
を
吹
き
込
ん
で
お

ら
れ
る
実
業
家
。�

　
地
域
活
性
化
に
向
け
、
バ
イ
タ

リ
テ
ィ
ー
あ
ふ
れ
る
お
話
に
感
銘

を
受
け
ま
し
た
。�

�

日
野
郡
町
議
会
議
員
研
修
会�

�

　
７
月
31
日
、
日
野
郡
３
町
の
議

員
研
修
会
が
江
府
町
を
会
場
に
行

わ
れ
、
俣
野
川
発
電
所
の
視
察
と

「
江
府
町
に
赴
任
し
て
」
と
題
し

て
、
江
府
町
副
町
長
白
石
祐
治
氏

の
講
演
を
聴
き
ま
し
た
。�

　
白
石
氏
は
、
県
職
員
の
時
、
ほ

ぼ
全
部
署
で
仕
事
を
し
て
き
た
の

で
、
そ
の
経
験
を
町
村
自
治
に
生

か
し
て
い
き
た
い
と
語
ら
れ
ま
し

た
。�

�

俣
野
川
発
電
所
を
視
察�

　
西
日
本
最
大
級
の
揚
水
式
発
電

所
は
、
夜
間
の
余
剰
電
力
を
利
用

し
て
俣
野
の
水
を
新
庄
村
ま
で
上

げ
、
昼
間
に
約
５
０
０
メ
ー
ト
ル

の
落
差
を
利
用
し
て
、
最
大
出
力

１
２
０
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
発
電
を

行
う
地
下
発
電
所
で
す
。�

　
内
部
に
入
る
と
、
ひ
ん
や
り
と

涼
し
い
風
が
吹
き
、
丈
夫
な
岩
盤

で
守
ら
れ
た
施
設
は
、
ま
さ
に
地

下
要
塞
。
轟
音
と
と
も
に
タ
ー
ビ

ン
が
回
っ
て
い
ま
し
た
。�

　
鳥
取
県
内
で
の
電
力
消
費
量
は

最
大
80
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
で
、
中
国

電
力
管
内
で
は
、
電
力
不
足
は
、

起
こ
ら
な
い
と
の
説
明
が
あ
り
、

安
心
と
同
時
に
こ
れ
か
ら
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
問
題
を
考
え
る
よ
い
機
会

に
な
っ
た
視
察
で
し
た
。�

　
平
成
25
年
８
月
29
日
、
湯
梨
浜
町
に
お
い
て�

「
鳥
取
県
町
村
議
会
広
報
研
修
会
」
が
開
催
さ�

れ
ま
し
た
。�

表彰された議員�



（16）�
発行責任者／日野町議会議長　佐々木秀明　編集／議会広報常任委員会　メール：gikai@town.hino.tottori.jp�
　　　　　　〒689-4503　鳥取県日野郡日野町根雨101　Tel　0859－72－0335　Fax　0859－72－1484

��

▽
今
年
の
秋
は
天
候
も
良
く
、
農

作
業
が
は
か
ど
り
、
山
で
は
、
き

の
こ
、
栗
が
豊
作
の
よ
う
で
す
。�

▽
来
年
４
月
か
ら
消
費
税
率
８
㌫

引
き
上
げ
が
決
ま
っ
た
。
世
論
調

査
で
は
、
賛
成
53
㌫
だ
が
、
消
費

税
率
10
㌫
に
引
き
上
げ
と
な
る
と
、

賛
成
は
39
㌫
だ
そ
う
で
す
。�

　
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
効
果
で
、
景
気

回
復
の
き
ざ
し
の
中
、
逆
も
ど
り

に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
て
ほ
し
い

も
の
で
す
。
景
気
回
復
の
実
感
も

薄
い
本
町
で
は
、
日
野
町
地
域
活

動
支
援
交
付
金
を
活
用
し
て
地
域

や
町
民
み
ん
な
が
生
き
生
き
と
元

気
に
暮
ら
せ
る
し
く
み
を
考
え
た

い
も
の
で
す
。�

▽
鳥
取
県
西
部
地
震
か
ら
13
年
が

た
ち
ま
し
た
。
以
来
毎
年
10
月
に

防
災
訓
練
が
行
わ
れ
、
地
震
に
限

ら
ず
、
洪
水
、
土
砂
災
害
と
防
災

意
識
は
高
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
い

ざ
と
い
う
時
、
身
を
守
る
の
は
日

頃
の
訓
練
で
す
。
非
常
時
に
備
え

ま
し
ょ
う
。
　
　
　（
松
原
直
人
）�

�

議
会
広
報
常
任
委
員
会�

　
　
委
　

員
　

長
　
安
達
　
幸
博�

　
　
副
委
員
長
　
松
原
　
直
人�

　
　
委
　
　
員
　
佐
々
木
　
求�

　
　
　
　

〃
　

　
　
小
谷
　
博
徳�

　
　
　
　

〃
　

　
　
松
本
　
利
秋�

　
　
　
　

〃
　

　
　
梅
林
　
智
子�

編
集
後
記

編
集
後
記�

編
集
後
記

編
集
後
記�

編
集
後
記�

誕生プレゼントをつくる�

アレンジメントフラワーをつくる�

��

　
ひ
の
ボ
ラ
ネ
ッ
ト
（
ひ
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）は
、

鳥
取
県
西
部
地
震
後
に
出
来
た
グ

ル
ー
プ
で
最
初
は
災
害
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
し
た

が
、
現
在
は
、
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
重
点
を
置
き
、
高
齢
化
社
会

の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
生
活
支
援
を

続
け
て
い
ま
す
。�

　
高
齢
世
帯
・
独
居
世
帯
約
６
０

０
人
に
、
誕
生
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
届

け
、
心
配
事
や
困
り
ご
と
、
健
康

な
ど
お
話
し
相
手
を
し
な
が
ら
聞

き
取
り
し
て
、
問
題
解
決
へ
対
処

し
て
い
ま
す
。�

�

絆
に
支
え
ら
れ
て�

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
本
当
に
地
味

な
活
動
で
、
脇
役
で

あ
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。�

　
今
日
ま
で
、
発
展

的
に
活
動
が
継
続
で

き
た
こ
と
は
、
町
内

と
町
外
の
メ
ン
バ
ー

が
固
く
「
絆
」
で
結

び
合
っ
て
い
る
か
ら

で
す
。�

　
訪
問
し
た
お
年
寄

り
の
心
か
ら
喜
ば
れ

る
姿
が
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
心
に
感
動
と

い
う
形
で
伝
わ
り
、

こ
の
感
動
が
人
と
人

と
の
結
び
つ
き
、「
絆
」

と
い
う
力
に
な
っ
て

い
ま
す
。�

�

内
閣
総
理
大
臣
表
彰
受
賞�

　
私
た
ち
は
、
全
国
で
災
害
が
発

生
す
れ
ば
、
人
的
支
援
も
行
っ
て

い
ま
す
。
東
日
本
大
震
災
で
も
、

仙
台
や
陸
前
高
田
に
ス
タ
ッ
フ
を

派
遣
し
、
現
在
も
継
続
的
に
支
援

を
続
け
て
い
ま
す
。�

　
今
、
防
災
・
減
災
対
策
で
災
害

弱
者
・
自
主
防
災
・
民
生
委
員
・

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
等
、
そ
の

あ
り
方
の
再
構
築
が
国
家
的
急
務

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。�

　
先
般
、
総
理
官
邸
で
、
内
閣
総

理
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。�

　
地
道
な
13
年
間
の
活
動
が
、
国

に
認
め
ら
れ
た
こ
と
は
誇
り
で
あ

り
、
高
齢
化
に
向
か
う
社
会
の
先

進
的
な
取
組
み
と
し
て
、
今
後
も

頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。�

　
　
　
（
ひ
の
ボ
ラ
ネ
ッ
ト
筆
）�

が
ん
ば
っ
て
い
る
人
・
団
体
を
、�

シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
ま
す
。�

特
集
　
行
動�
特
集
　
行
動�

活
動
を
始
め
て
13
年�
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